
民家集落の建築類型学的研究

　　　　　　　　　　“中国黄河流域の客洞式民家考察その1”
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1．序

　本研究は，中華人民共和国黄河流域の伝統的住居形式

である窰洞式住居集落を対象に，内外各部の実測製図と

居住様式の実証的研究を行ない，その特性を明らかにす

ることを目的とする。

　窰洞式住居は，生土建築と共に河南省，陜西省，山西

省，寧夏回族自治区，甘粛省，青海省，新彊維吾爾自治

区など7省区にまたがる黄土高原農村の建築形式で，西

安半波遺跡以来6千年の歴史を経，1981年時においてそ

の居住人口は1億以上，そのうち窰洞居住人口は4千

万に達するとされている。

　窰洞の形式は大別して，台地の浸食崖地に掘られた横

穴による山懸式と，台地表面に矩形の竪穴を掘り，さら

にその壁面に横穴を掘り込んだ下沈式とがある。これら

の混合形式を含め，地上・半地下・地下の居住様式は，

黄土地域の風土にかなったものと考えられ，中国建築学

会の窰洞および生土建築第1回学術討論会議が1981年6

～7月延安において，同副理事長任震英氏主宰により開

催され，その近代化の研究も始められている。

　これまで，農村を中心に建築・地区計画の研究を進め

てきた青木研究室と，諸外国の建築・構法計画の研究を

進めてきた茶谷研究室は，今日的課題とされる省エネル

ギー建築研究の立場から，窰洞式住居のもつ，夏冷しく

冬暖かい地下利用の基本的な特徴に注目し，日中建築技

術交流会および中国建築学会に2ヶ年研究の希望をのべ

た。すなわち，1980年7月日中建築技術交流会に申請し，

同11月上記任震英氏来日のさい面会，同12月中国建築学

会より学術交流の許可を得た。

　本報告は，初年度1981年7～8月の夏期，次の各地で

中国建築学会の建築家と共に行なった日本側延べ8名に

よる調査の概要であり，第2年度の研究は日本側13名に

より1982年12月～1983年1月の冬期継続中である。

（1）新彊維吾爾自治区ウルムチおよびトルファン

　交河故域遺跡内の古代審窰洞式建築跡，トルファンの半

地下室をもつ集落およびカザフ族の包住居調査。

（2）甘粛省慶陽地区

　西峰鎮西大街および寧県早勝人民公社などの下沈式審

洞住居集落調査。

（3）陳西省西安郊外

　乾県呉店人民公社の下沈式窰洞式住居の調査，怪河沿

い峰火人民公杜の地上2階建挟蕃（アーチ）式連続住居

および山懸式峰火中学校の見学。

（4）河南省洛陽郊外

　亡嗜山人民公社塚頭生産大隊の下沈式審洞式住居集落の

一部調査。

（5）河南省撃県

　杜甫生家，巴閏郷，焦湾村および康百万荘の山懸式住

居調査。

（6）河南省鄭州郊外

　常陽県竹川の山懸式住居，高山人民公社の山懸式手工

業工場および田六家の混合式審洞住居調査。

　中国建築学会との研究交流は，北京市において副理事

長金甑卜氏を中心とする代表，蘭州市五泉山会談におい

て副理事長兼蘭州副市長任震英氏を中心とする代表，鄭

州市において代表との総括，その他各地での討論を経，

特に河南省康百万荘山懸式窰洞住居に宿泊の貴重な体験

を得た。
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2．調査地域の風土

2－1　黄土高原

　今回の調査は新彊維吾省自治区をも含む広汎な範囲で

あるが，主に，黄土高原を中心とした黄土地帯がその対

象である。黄土高原は東を華北平原，西をチベット高原，

南をチンリン山脈，北をゴビ，オルドスなどの砂漠に囲

まれた，平均高度約1200m，面積約60万k㎡の高地である。

　黄土層の成因には，間氷期・乾燥期にゴビ砂漠などの

内陸の砂漠から西風によって搬ばれたもの（1次堆積）

と，黄河の運搬作用によるもの（2次堆積，沖積黄土）

の2成因があり，黄土高原を構成する黄土は1次堆積に

よるものが主である。（華北平原に分布する黄土は沖積黄

土である。）黄土層の厚さは図2に示すように地域により

異なり50～60mであるが，最も厚い&#20448;西省北部，甘粛省

中部では数百mに達する地域もある8。

　黄土高原内には河川の浸蝕により生じた“溝谷”また

は“沖溝”と呼ばれる浸蝕崖地が無数にある。特に延安

付近には多く，その数が2847個，総面積2965㎞にも及ぶ。

　また，黄土が雨によって浸蝕されてできた高地を“源”

と呼び，窰洞式住居はこのような黄土高原の地形的特徴

を取り入れて作られている。

2－2　黄土の性質

　黄土は細かい砂からなる灰黄色の土壌である。粒子の

大きさはシルト質（粒の直径が1／6㎜から1／256㎜までの

堆積物）のものが多く，粒はよくそろっていて多孔質で，

有孔性は45％である。

　黄土はほとんど層理をなさずに堆積しており垂直に裂

ける性質がある。柔らかく，掘削が容易であり，乾燥

時には荷重に強い。また，黄土に含まれる種々の可溶性

物質が，表面の乾燥過程で化学変化を起こしセメント状

になり，表面を保護する役割を果す。このために溝谷な

どの崖が垂直な壁を保つことができる21。さらに，黄土に

は湿気を保持する性質があり，雨の少ない黄土高原にお

ける耕作を可能にしている。

2－3　黄土高原の気候

　黄土高原は，北緯35°～40°に位置し，ケッペンの気候区

分によると，ステップ気候に属している。内陸であるた

め夏の貿易風は黄土高原に達するまでに乾燥しており，

雨が少ない。また，冬にはモンゴルから冷たい北風が吹

き込むためにきわめて寒い。

　図3に代表的な窰洞式住居地域である西安と太原の最

高，最低気温，降水量，相対湿度の年変化を示した。両

地域とも内陸であるため温度較差が大きく，夏期の日平約

気温は30°を超し，冬期の日平均気温は氷点下である。また，

降水量は夏期に年間雨量の半分が降り，7，8月の降雨

量は100㎜前後である。年間降雨量は西安で500㎜太原で

400㎜を超えず，東京の3分の1以下である。相対湿度も

雨の多い夏期でも80％以下で，年平均は西安で70％，太

原で59％である。
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3．山懸式窰洞

　窰洞式住居は山懸式窰洞住居と下沈式窰洞住居に大別
　　　　　　　　　　できる。山懸式窰洞は寡山式あるいは葺崖式とも呼ばれ

黄土が浸触されてできた沖溝の急な斜面や断崖を利用し

て奥行10m前後の審洞を掘り込んだものである。山懸式

の場合，立地条件としては崖面が南あるいは南東に面し

ていることが好ましい。さらに掘り出した土を利用して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　窰洞前面の平担な土地に建物や塀をめぐらせ院子と呼ば

れる中庭を形成した混合形式もある。大規模なものにな

ると上下2層の住居や階段状の崖面を利用した公共建築

も見られる。

4．下沈式窰洞

　　　　　　　　下沈式窰審洞は天井院式，あるいは地坑院式ともい

い，黄土高原地区の±原と呼ばれる平坦な台地に，1辺10

m前後の矩形で深さ6m．程の竪穴を掘ることによって

壁面を人工的に形成し，さらに各々の壁面に窰洞を掘り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　込んだものである。4つの壁面に囲まれた空間は井院・
」天井，院子などと呼ばれ，中国の伝統的住居形式である

写真1．峰火大隊

四合院の中庭部分に対応している。各壁面には2つ乃至

3つの窰洞があるが，主に住居として使用されるのは日

照条件の良好な北面，東面，西面であり，南面は井院へ

の入口，物置，畜舎，便所などにあてられている場合が

多い。
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5．タイポロジー

　窰洞式住居を1．窰洞単体　2．窰洞式住居の構成に

分けて考察する。1．窰洞単体の空間構成要素を図5に

示す。窰洞は基本的に平面と縦断面が矩形であり，横断

面はアーチ型である、2．窰審洞住居の平面配置を図6に

示す。窰洞のある崖面の数で大きく分類でき，さらに囲

平面 横断面 縦断面
O b C d e

1 ．∫し
」 L！1

2 」（L 」コ 」コ L1l

3 一「L
」コ 七 Ll　l

雷洞の平面　a幅1．奥にゆくほどせばまるもの2一変化
　　　　　　しないもの　3．奥にゆくほど広がるもの
害洞の横断面b1．側壁のないアーチ型Z側壁があり上部
　　　　　　がアーチ型であるもの　＆側壁があり上部
　　　　　　が平坦なもの
雷洞の縦断面c天井高1．奥にゆくほど低くなるもの
　　　　　　2．変化しないもの　3・奥にゆくほど高くな
　　　　　　るもの
　　　　　d洞内外の床レベル差　1．内部が高くなるも
　　　　　　のZ差のないもの3．内部が低くなるも
　　　　　　の
　　　　　e崖面の傾斜1．法のあるもの　Z垂直なも
　　　　　　の3．オーバーハングしているもの

　　　図5．薯洞単体の空間構成S（abcde）

できる。4つの崖面に囲まれたタイプP（4．0．4）は他のタ

イプと異なり，黄土高原上部の平坦地にみられるもので，

中庭に降りるアプローチの分類を図7に示す。二重枠内

のタイプは今回の調査で確認されたものである。窰洞住

居の集合についてのタイポロジーは次回の調査に委ねる。
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図6．婁洞住居の平面配置P（XYZ）
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6．甘粛省慶陽地区

　慶陽地区は甘粛省の東端，黄土高原のなかでも最も黄

土層の厚い隴東高原にある。この地区には，溝によって

分割された上部の平坦な台地状の±原が13ある。そのうち，

早勝頻にある寧県および薫志堀にある西峰鎮（ともに海

抜約1200m）において，主に下沈式窰洞住居の実測調査を

行なった。

　寧県では農村の窰審洞を，西峰鎮では都市近郊の窰洞を

調査した。農村では，堅穴の各院子どうしの間隔が大き

く，配置も不規則だが，密に配置された都市近郊では配

置に計画性が見られる。また，農村では，各院子に一世

帯が住まうのに対し，都市では一院子を2世帯以上で共

有する場合がある。しかし窰竃洞自体の造りは同じである。

　図8は農村の下沈式窰洞住居の一例である。地上の建

物の場合とは逆に，日照の点で不利な南側にアプローチ，

物置，便所等をとり，北側に主な居室を配している。こ

の住居は建築後10年と新しく，院子が東西に長い長方形を

しているが，将来南側に拡張する予定である。

　院子を囲む崖面は，垂直より5～1O°程度傾いており，

入口まわりなど一部を上塗りで仕上げている以外は，掘

削したままの粗面となっている。窰洞内部は，幅約3m，

深行き7m前後で，天井は尖頭形のヴォールト状で，最

高部の高さは3～4m程度である。居室の壁には新聞紙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等を貼ることもあり，入口脇には暖房用の&#28821;がある。’
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7．陝西省乾県

　乾県呉店人民公社は，西安市の北西約80㎞に位置し，

海抜約900m，近くに乾陵がある。調査を行なった村落（生

産大隊）では，420戸中約70％の世帯が窰洞式住宅に居住

している。

　窰洞内部の造りは，慶陽地区と類似しているが，各窰

洞外部の立面に審窰洞内部の断面形と同じ尖頭アーチ型の

リブが設けられている点が外見上異なっている。また，

夏の暑さの厳しいこの地方では，図10に示すように，入

・口斜路から院子に出る手前の窰洞にかまどがあり，夏用

の厨房となっている。一方のみにしか開口のない他の窰審

洞では，通風が悪いのに対し，この開放的な窰洞は夏の

作業場であるとともに，快適な涼み場所となっている。

また入口通路脇には，鶏やうさぎなどのための小窰洞が

ある。慶陽地区では院子内に設けられていた便所は，地

上レベルにあり近隣の数世帯で共用している。

　乾県と西安市の中間に位置する峰火大隊では山懸式窰

洞で造られた中学校（写真1）を視察した。大規模な窰

洞を，しかも数層にわたって堀削して造られた窰洞式公

共建築の数少ない実例である。

團　　　皿 口0．、

図10．呉店人民公社平・断面

8．河南省洛陽

　洛陽の北にある郎山人民公社，塚頭大隊を調査した。

3つの村落を含む塚頭大隊には216世帯中，下沈式および

山懸式をあわせて60％余が審洞式住居に居住している。
　　　　　　　　　　　　　　　前述の両調査地が，いわゆる睦東審洞に属するのに対
　　　　　　　　　　　　　　し，これ以降の調査地の害洞は豫西審洞に属し，外観上

きわだった違いを示す。まず掘込まれた院子の崖面が垂
　　　　　　　　　　　　　　直であり，地表面よりやや下に庇屋根状の水切りがあ
　　　　　　　　　　　　　　　る。院の周囲には碑（れんが）で女児培ど呼ばれる塀を

築き，また院子内の壁面は壁土あるいは榑桧みで仕上が

施されている。また窰洞の正面は，瀧東窰洞では窰洞

の断面形がそのまま外に現われていたのに対し，扉の巾

の半円アーチをもつ小さな入口があけられているだけで

窓もない。前者では掘削過程で窰洞室内の断面と同じ大

きさの開口を開け，その後，日干れんがで扉と窓以外を塞ぐ

のに対し，後者では初めから扉の大きさの開口を開け，

掘削したと考えられる。図11はその一例である。L型のア

プローチには，ゆるい階段と斜面とが併設されている。

全体として東窰洞に比べ，院子の規模は小さめだが，

より洗練された印象を受ける。ただし，開口が少なく，

脅洞の内部はより閉鎖的で暗い。また誰東地区で見られ

た航も見られない。調査した動同の中には，並列の窰洞

のうち一方のみに入口があり，他方は横穴によって連結

されているものがあり，入口がない客洞は小さな窓があ

るものの，日中でもかなり暗い部屋となっている。

”　．’ハ．

　　　　　．　　　　■　　　　　　’　　　　　　■　・　　　　　　■　　　　　　■　　　　　．　　　　　　■　．　　　　　　一■　■　　　　　　■
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図11．劉学詩宅平・断面
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9．河南省撃県

　洛陽と鄭州の中間に位置する翠県においては，主に山

懸式窰洞を調査した。図12は’その一例で，撃県巴閏郷で

実測した。門から入って両側に樽造の建物，そして奥の

崖を利用した窟洞とからなる三合院の形式をもつ。崖の

表面は石積みで9mの高さまで一面に仕上が施され，

外見上は碑造の建物とかわらない。正面の崖及び入口部

分には榑による装飾が見られる。15mに及ぷ深い審洞は，

天井まで届かない竹のスクリーンあるいは，れんがに

よって2～3室に分割されており，入口付近（前窰）は・

居間として，奥は寝室として使々れる。窰洞の巾は比較

的狭いが，ところどころにベッドや物を置く壁寵あるい

は耳室と呼ばれるへこみがある。窰洞の天井は，半円アー

チ状の断面をもち，奥へ行く程やや高くなり，巾も広く

なる1列が多い。

康店村で視察及び，宿泊することができた康百万荘

は，300年前の当時の地主が造った大規模な山懸式窰洞

と多数の一般家屋からなる混合式の大邸宅で，現在は博

物館となっている。山懸式窰洞の外壁は榑によって仕上

が施され，入口上部に2階の半円アーチの窓がある。

窰洞は2層分の高さをもち，木造の梁と床板で上下2層

にわかれており，木の梯子で2階に上る。杜甫生家もや

はり山懸式窰洞であり，当時の状態がそのまま保存され

ているとは考えられないが，1300年の歴史をもつことに

なる。
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10．河南省榮陽県

　鄭州の西約30㎞にある榮陽県竹川で調査を行なった。

図13に示した住居は，崖の大きな落差を利用した2層の

山懸式窰洞の例である。この住居は，崖面を平面的に利

用するだけでなく，崖に向かって深く掘り込み，三方に

窰洞のある崖面により囲まれた院子をもつ。この住居の

特徴は地形を巧みに利用して，両翼の窰洞の奥に窓をと

り，通風を確保している点である。一層目の外壁は石造

の仕上が施され，テラスぶんだけ後退した2層目の崖面は

掘削されたままの粗面である。将来，2層目の窰洞の数

を増し整備する計画がある。

　旧地主の別荘として用いられた山懸式窰洞を視察し

た。現在は人民公社の竹細工の工場として用いられてい

る。窰洞は巾4m，奥行き14m，高さ5．3mで，今回調査

した中で最大の規模をもつ。

　城関にある田六宅は，図14に示すように下沈式と山懸

式の混合形式で，前院，井院，雑院の3種の院子をもち，

それぞれを窰洞によって連結している。近年完成したこ

の住居は巧みな構成と施工が中国建築学会に高く評価さ

れ，その製作者である左官，田六氏は学会の名誉会員に

なり，その詳細が建築学報で報告されている＊4。
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図13．王イ占業宅平・断面
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図14．田六宅平面・アイソメトリック
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11．まとめと今後の課題

　　“在山不見山　在村不見村”という諺があるように，

黄土高原は下から見ると山に見えても上がってしまう

と平らで山は見えず，その高原の村に居ても住居が地

下なので村があるとは分らない。かつて見えなかった村

も今は地上の建物が増え，遠くからでも見える。即ちそ

れだけ伝統的住様式の変貌が進んでいると言える。この

ように視認し難い空間を実測し，地下居住空間を立体的

に実測，調査した今回の資料は貴重であり，世界でも類

を見ない規模の地下住居群の実態の一部を明らかにする

ものである。

　本調査で得られた資料から地下住居のタイポロジーを

考察し，第二次調査では，今回実見出来なかったタイプ

が存在するかどうかを確認するとともに，集落としての

地下空間の複雑な関連を調査する。

　また，地下住居は中国だけでなく，広く世界各地に存

在し，茶谷研究室では既に東南アジアの半地下住居，ア

メリカインディアンの崖住居，サハラ砂漠中部のベルベ

ル住居，などを調査してきている。総合的な比較研究を

より完全なものとするためには，地中海周辺，北アフリ

カ，スペイン，イタリア，ギリシア，トルコなどに存在

する地下住居を調査することが今後の課題である。
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